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1.Copper PDF入門

1.1 Copper PDFの概要

1.1.1 Copper PDFとは

Copper PDFはHTML+CSSをはじめとする文書をサーバー側でレイアウトしてPDF等に

変換する、ドキュメント変換サーバーです。

HTML, CSSをはじめ、XHTML, XML, SVG, XSLTといったウェブ向けの標準規格に対応

しています。また、JPEG, PNG等の画像を読み込んでPDFに変換することができます。

PDF以外の各種画像フォーマットへの変換も可能です。

Copper PDFは100% Javaアプリケーションです。Java実行環境がサポートされている、

Windows, Linux, Solaris, MacOS, FreeBSD など、様々なOS上で実行可能です。

ウェブアプリケーションの開発言語として一般的なJava, Perl, PHP, C#, VB.NETをはじ

めとするプログラミング言語向けに、使いやすく高機能なオブジェクト指向APIを用意

しています。PDFのもととなるHTMLの出力は普通のウェブアプリケーションを開発す

る場合と同じであり、JSP, Smarty, TemplateToolkit, ASP.NETのようなテンプレートエン

ジンも利用することができます。各プログラミング言語からCopper PDFへ、ネットワー

クを介してアクセスする仕組みなので、アプリケーション側はJava実行環境を必要とせ

ず、また負荷分散によって非常に高負荷が予想されるシステムにも対応可能です。

HTTP/HTTPSによる接続をサポートしており[2.1.0]、Ruby, Python, 4th Dimension等、HTTP

クライアントを利用できる各種開発環境からも容易に利用することができます。
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図 1.1 システムの構成例

1.1.2 なぜCopper PDFが必要か

例えば、ネット上でクーポンやチケットのようなものを印刷させるために、印刷専用

ページを用意し、各自のブラウザで印刷していただくとします。しかし、ほとんどのブラ

ウザが標準に準拠するようになったと言っても、各ブラウザで完全に同じ表示を実現す

ることは、レイアウトが複雑になればなるほど難しくなります。その点、サーバー側で

PDFに変換してしまえば、完全に同じ表示を保障することができます。また、PDFでは暗

号化やファイル添付等のHTMLにはない機能が利用できます。サードパーティーの製品

を使うことにより、PDFに著作権管理やタイムスタンプを付与することができます。

PDFを動的に出力するためのソフトウェアとしては、各種帳票出力ソフトウェアがあり

ます。しかし、それらはレイアウトを決めるためにプログラミングが必要であったり、独

自の帳票デザインツールが必要であるため、それらの使い方を学習する必要がありま

す。しかも、各メーカーで共通化されていないため、別の会社の製品を使おうと思った

ら、また使い方を学習しなおす必要があります。また、全般的に複数ページにわたるPDF

の出力は面倒です。しかし、HTML+CSSによるレイアウトであれば、既にウェブで広く

使われているため、開発者が新しく学習することは最小限で済みます。HTML+CSSは従

来は限られたレイアウトしか実現できませんでしたが、近年は十分に印刷にも利用でき

るほど高機能になりました。

HTML+CSSからPDFを出力することは、ウェブブラウザの「印刷機能」を使っても可能

です。しかし、普及しているウェブブラウザは画面でスクロールさせて見ることを主目

的にしており、印刷への対応は十分ではありません。例えば予期しないところで途切れ

てしまったり、画面表示では実現できていた表示が印刷ではできなかったりといったこ

とが起こります。また、数千ページにおよぶ文書を印刷しようとすると、一般的なブラウ

ザは非常にメモリを消費し、動作が重くなるか、最悪の場合はクラッシュしてしまうで

しょう。Copper PDFは、独自の設計により、理論的にはほぼ無制限の大きさの文書を一定

のメモリ使用量でPDFに変換することができます。
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冊子では目次の生成、ページ番号の付与が必要であり、特に日本語圏では日本語特有の

禁則処理、両合わせ、縦組、ルビへの対応が必須と言えます。Copper PDFはこれらの機能

を独自にサポートしています。
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1.2 動作環境

Copper PDFは、サーバーと、プログラミングインターフェース(API)が別々に動作しま

す。ユーザーが開発したアプリケーションからはAPIを利用してサーバーにアクセスし

ます。アプリケーションはサーバーと同一のマシン上でも、別のマシン上でも構いませ

ん。サーバーを動作させるためのマシンにはJavaが必須ですが、アプリケーション側に

Javaは必須ではありません。

1.2.1 サーバー

Copper PDFサーバーにはコマンドラインから直接PDF変換できるインターフェースと、

ウェブインターフェースが付属しています。

copperd(Copper PDFサーバー)、copper(コマンドラインインターフェース)、copper-webapp

(ウェブインターフェース)の実行には最低限以下の環境が必要です。copper Antタスク

の実行にも同様の環境が必要です。Copper PDF 2.1.0からはtranscode Antタスクの使用を

推奨します。

Java JRE(国際化対応版)/JDK バージョン 5.0, 6.0

128MB以上の空きメモリ

50MB以上の空きディスクスペース

Copper PDF 2.1.x までは JDK1.4.2 でも動作します。

以下の環境を推奨します。

Java JDK バージョン 5.0, 6.0

1GB以上の空きメモリ

2GB以上の空きディスクスペース

以下のOS上での動作を確認しています。

Windows 2000/XP/Vista/7

Red Hat Enterprise Linux(RHEL) 4/5

Debian 4.0 "etch"/5.0 "lenny"

Solaris 10

MacOS X

FreeBSD 7/8

ウェブインターフェースには以下のブラウザとAdobe Reader等のPDFを表示できるソフ

トウェア必要です。

Firefox 2 以降

Internet Explorer 7 以降
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Google Chrome 2 以降

Safari 4 以降

1.2.2 プログラミングインターフェース(API)

Copper PDFを利用するアプリケーションの開発に使用する、各プログラミング言語向け

のドライバはCopper PDF本体とは別に配布しています。

Copper PDF 2.1.0からは、より強力なプログラミングインターフェース(CTIP 2.0)と、

HTTP/RESTインターフェースがサポートされました。HTTP/RESTインターフェースは、

各開発環境から利用することができます。

旧インターフェース(CTIP 1.0)

Javaドライバ

Java バージョン1.4.2, 5.0, 6.0

Perlドライバ

Perl バージョン5.6.1以降

PHPドライバ

PHP バージョン4.3.0以降またはPHP バージョン5.0.0以降

新インターフェース(CTIP 2.0)

Javaドライバ / transcode Antタスク

Java バージョン 5.0, 6.0[2.1.0]

Javaドライバ 2.0.x までは JDK1.4.2 でも動作します。

Perlドライバ

Perl バージョン5.6.1以降[2.1.0]

File::Temp モジュール

IO::Socket::SSL （SSL接続をする場合）

PHPドライバ

PHP バージョン5.2.0以降[2.1.0]
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.NETドライバ

.NET Framework 2.0以降[2.1.0]

HTTP / RESTインターフェース

各種開発環境（環境非依存）[2.1.0]
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1.3 機能一覧

1.3.1 入力データ形式

ドキュメント

HTML/XHTML (157ページ) - HTML/XHTML文書をレイアウトします。

XML (157ページ) - XML文書をレイアウトします。

スタイルシート

CSS 2.1 (184ページ) - HTML/XHTML/XML文書をCSSでスタイル付けします。

XSLT (159ページ) - XML文書をXSLTで変換します。

メディアタイプの設定 (184ページ) - 印刷向け以外のスタイルシートを適用します。

ユーザーのCSSスタイルシート (188ページ)

ユーザーのXSLTスタイルシート (159ページ)

WebFont(@font-face) (217ページ)[3.0.0] - ネットワーク上からTrueType フォント、OTF

を読み込めます。

縦書き (221ページ)[3.0.0] - 縦書きレイアウトをサポートしています。

段組み (230ページ)[3.0.0] - 多段組をサポートしています。

ルビ (182ページ)[3.0.0]

ベクター画像データ

SVG (160ページ) - SVGを直接PDF等のデータ形式に変換します[2.1.0]。または、文書中

にSVG形式の絵・図を埋め込みます。

ラスター(ビットマップ)画像データ

画像を直接PDF等のデータ形式に変換します[2.1.0]。または、文書中に画像を埋め込みま

す。

GIF/PNG (159ページ)

JPEG (160ページ) - JPEGをそのままPDF中に埋め込むことができます。

その他Java実行環境が対応可能な画像形式 (159ページ) - JPEG2000等、最新の画像形

式にも対応可能です。
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1.3.2 PDF出力

レイアウト結果をPDFとして出力します

PDFバージョン1.2から1.7に対応 (162ページ) - 各バージョンのPDFに対応した出力結

果が得られます。

PDF/A-1bに準拠したファイルの出力 (169ページ)[2.1.0]

画面表示/印刷時で表示制御が可能なすかし (166ページ)[2.1.8]

PDFの圧縮の設定(無圧縮/Flate圧縮/ASCIIテキスト) (164ページ)

画像の圧縮(可逆圧縮/JPEG/JPEG2000) (164ページ)

添付ファイル (164ページ) - PDFに別のファイルを添付します。

ブックマーク (178ページ) - HTMLの見出し(H1～H6)からブックマーク(しおり)を生

成します。

暗号化 (162ページ) - 40～128ビットの暗号化に対応しています。

パスワード・パーミッションの指定 (162ページ) - 暗号化したPDFにパスワードと利

用制限をかけることができます。

ハイパーリンク (180ページ) - HTMLのリンク(Aタグ)をPDFにも適用します。

文書内リンク (180ページ) - PDFにリンクを反映する他、ページ番号を出力できます。

メタ情報(文書タイトル、Creator、CreationDate等)の設定 (158ページ)

CreationDate, ModDate, ファイルIDの設定 (165ページ)

ViewerPreferencesの設定 (169ページ)[3.0.2/2.1.11]

オープン時に実行されるJavaScriptの設定 (169ページ)[3.0.2/2.1.11]

1.3.3 画像出力

各ページを画像として出力します。

JPEG/PNG (170ページ)

その他Java実行環境が対応可能な画像形式 (159ページ) - JPEG2000等、最新の画像形

式にも対応可能です。

画像出力時の解像度設定 (170ページ) - 任意の解像度で画像を出力できます。

SVG (170ページ)[3.0.1]

1.3.4 フォント関連機能

CID-Keyedフォント (50ページ) - フォントファイルを埋め込まず、大抵の環境で見る

ことができるPDFを出力できます。

外部(CID Identity)フォント (50ページ) - 特定の環境に依存した、フォントを埋め込ま

ないPDFを出力できます。

埋め込みフォント (43ページ) - 環境に依存しないPDFを出力するために、TrueType,

OpenType等のフォントを埋め込みます。

デフォルトのフォントの設定 (45ページ)
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フォント幅情報・MSフォントの使用 (52ページ)

1.3.5 HTTP接続

Copper PDFが外部のサーバーからHTTP接続で文書を取得する機能です。

タイムアウトの設定 (152ページ)

ヘッダ(Referer, User-Agent等)の変更 (150ページ) - 参照元やUser-Agentを偽装するこ

とができます。

プロクシを介した接続 (150ページ)

BASIC認証/Digest認証 (149ページ)

クッキー (151ページ)

1.3.6 印刷サポート

用紙サイズ・出力サイズの設定 (200ページ)

ページの拡大・縮小・変形 (200ページ)

トンボの出力 (200ページ) - 断裁して製本するためのトンボを表示します。

欄外の描画 (202ページ)

ページのマージン (200ページ)

片面印刷・両面印刷の切り替え (203ページ)

グレイスケール変換 (203ページ) - カラーの文書をモノトーンに変換します。

1.3.7 目次・ページ参照

2パス以上の処理 (202ページ) - 目次やページ参照のために、文書を複数回処理できま

す。

欄外のページ番号、見出し (204ページ) - 欄外にページ番号や、見出しを出力します。

目次の生成 (178ページ) - HTMLの見出し(H1～H6)から目次を生成します。

ページの参照 (203ページ) - 文書中の指定した部分のページ番号を出力できます。

1.3.8 プログラムインターフェース

Copper PDF 2.0以前

Java (73ページ)

PHP (82ページ)

Perl (78ページ)

Ant (86ページ)

処理中のページ、内容の取得 (64ページ)

処理状況の取得 (64ページ)
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Copper PDF 2.1以降

Java　(JRuby) (93ページ)

PHP (115ページ)

Perl (108ページ)

.NET　(C# / VB.NET) (121ページ)

Ant (131ページ)

処理中のページ、内容の取得 (ページ)

処理状況の取得 (ページ)

サーバーからリソースを要求 (ページ)

HTTP/REST (135ページ) (Apache経由での接続 (40ページ) / Ruby (138ページ) / Python

(139ページ) / C# (140ページ) / ASP.NET 　(C#　/　VB.NET) (142ページ) / 4th Dimension

(144ページ))

1.3.9 その他の機能

改ページをせずに文書を出力する (202ページ)

解像度(pxの大きさ)の設定 (189ページ)

IE互換モード (ページ) - InternetExplorerの表示に近いレイアウトモードです。

出力データサイズ制限 (153ページ) - DoS攻撃対策等のため出力サイズを制限できま

す。

ページ数制限 (153ページ) - DoS攻撃対策等のため出力ページ数を制限できます。

実行経過情報取得 (249ページ) - リアルタイムで文書の変換状況をアプリケーション

が取得できます。
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1.4 とりあえず使ってみよう

1.4.1 Copper PDFのインストール

Copper PDFは、様々なOS(Windows, MacOS X, Linuxなど)で動かすことができます。

例えばWindowsで動かしてみましょう。Copper PDFはJava(JDK)を必要とします。また、

Copper PDFが出力したPDFを見るためにはAdobe Readerが必要です。お手元の環境に

入っていない場合は、それぞれ以下のアドレスからダウンロードしてインストールして

下さい。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html (Download JDK へ

進んでください)

http://get.adobe.com/jp/reader/ (Adobe Reader)

以下のアドレスから「Windows用ZIPアーカイブ」をダウンロードしてください。これ

がWindows版のCopper PDFの本体です。

http://copper-pdf.com/?p=90

図 1.2 copper-webappの起動

ZIPファイルを展開し、CopperPDFディレクトリ内のcopper-webapp.exeをダブルクリッ

クして実行してください。ブラウザが起動し、Copper WEBAPPというタイトルのページ

が開きます。これでCopper PDFが無事に動作しました。
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図 1.3 Copper WEBAPPの初期画面

1.4.2 ウェブインターフェースでHTMLを変換する

とりあえず、何か表示させてみましょう。例えば上部の入力欄に http://ja.wikipedia.org/

(Wikipediaのアドレス)を入力し、読込ボタンを押してください。しばらく待つと、ウィキ

ペディアのトップページがPDF化されて、ブラウザ内に表示されます。
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図 1.4 ウェブページの変換結果

同じように、 http://www.w3.org/TR/xslt20/ (XSLT 2.0の仕様書)を読み込んでみてくださ

い。みるみるうちに300ページを超える仕様書のPDFが生成されます。このような大きな

文書でも高速処理できることがCopper PDFの特徴です。

手元のPCの中のファイルは、右側のファイルツリーから選択して変換することができ

ます。ドラッグ＆ドロップはできませんのでご注意ください。Copper WEBAPPを終了さ

せるには、右上の赤いボタンを押してください。

Copper WEBAPPは、Copper PDFでPDF変換するためのHTMLデザインの補助ツールとし

てご利用ください。

1.4.3 コマンドラインアプリケーションでHTMLを変換する

Copper PDFは、コマンドアプリケーションとしても動作します。コマンドライン上での

簡単な作業や、バッチ処理には便利です。コマンド・プロンプトを起動しCopperPDF

ディレクトリに移動して、copper を実行してください。例えXSLT 2.0の仕様書の変換は

次のとおりに行います。

例 1.1 PHPからCopper PDFを使う

copper -uri http://www.w3.org/TR/xslt20/ -out test.pdf

Copper PDF 3.0 説明書 2012-4-3 1.Copper PDF入門

1.4 とりあえず使ってみよう 13



図 1.5 copperの実行

しばらくした後、変換結果としてtest.pdfというファイルが生成されます。

1.4.4 プログラムからHTMLを変換する

Copper PDFが真価を発揮するのは、ここで説明する他のプログラムとの連携です。プロ

グラムから文書の変換を行うには、あらかじめCopper PDFサーバーを起動した状態にす

る必要があります。コマンドラインからサーバーブログラム(copperd)を起動するには、

コマンド・プロンプトを起動しCopperPDFディレクトリに移動して、 copperd -start を実

行します。
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図 1.6 copperdの起動

つぎに、ウェブ開発で広く使われているPHPを使ってCopper PDFにアクセスしてみま

しょう。すでにマシンにPHPがインストールされているか、あるいはLANでつながった

他のマシンにPHPがインストールされている場合は、それを使って構いません。copperd

は初期設定の状態では、ローカルマシンだけからアクセスできるようになっています。

confディレクトリ内のaccess.txtを編集して、

allow 接続元のIPアドレス

という行を先頭に加えて、特定のマシンからのアクセスを許可するか、あるいは

allow *

という行を加えてネットワークからのアクセスを全て許可してください（セキュリ

ティにご注意ください）。

Windowsマシンにインストールする場合は、以下のアドレスから Installer をダウンロー

ドして、インストールしてください。

http://windows.php.net/download/

Copper PDF のプログラムインターフェースは、本体とは別に配布されています。以下の

アドレスから、cti-php-2.x.x.zip という名前のファイルをダウンロードしてください。

http://sourceforge.jp/projects/copper/releases/?package_id=8743
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展開してできたcti-php-2.x.xというディレクトリに、次の中身のファイルを保存してく

ださい（文字コードはシフトJISです）。

例 1.2 PHPからCopper PDFを使う

<?php

require_once ('code/CTI/DriverManager.php');

//セッションの開始

$session = cti_get_session('ctip://localhost:8099/',

array('user' => 'user',

'password' => 'kappa'));

//ファイル出力

$session->set_output_as_file('test.pdf');

//文書の送信

$session->start_main('.');

$date = date('Y-m-d H:m:s');

?>

<html>

<head>

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html;

charset=SJIS" />

<title>TEST</title>

</head>

<body>

<h2>Hello World!</h2>

ただいまの時刻は<?php echo $date ?>

</body>

</html>

<?php

$session->end_main();

//セッションの終了

$session->close();

?>

コマンド・プロンプトを起動し、cti-php-2.x.xディレクトリ内で、

php test.php

を実行してください。同じディレクトリ内にtest.pdfというファイルができれば成功で

す。
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図 1.7 出力結果
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2.管理者ガイド

2.1 セットアップ

この章ではCopper PDFのセットアップ(インストール)方法について説明します。

2.1.1 Java実行環境 のインストール

Copper PDFをインストールするためには、Java実行環境(JREまたはJDK)が必要です。

Java 実行環境は、各 OS ベンダが配布しているものをインストールするか、

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html (Download JDK へ進

んでください) で配布されているものをインストールしてください。

必要なJava実行環境はバージョン1.5.0以降の国際化対応Java実行環境です。Java RE

(JRE), Java SE(JDK…開発環境およびサーバー用Java VMを含むもの)の両方で動作しま

すが、Java SEを推奨します。

2.1.2 Copper PDF の配布パッケージ

Copper PDF本体は、以下のパッケージが配布されています。利用する環境に合ったパッ

ケージをダウンロードしてください。(3.x.xの部分はCopper PDFのバージョンにより異

なります)

copper-pdf-3_x_x.zip
ZIPアーカイブ

copper-pdf-3.x.x-x.noarch.rpm
RPMパッケージ

copper-pdf_3.x.x_all.deb
Debianパッケージ

copper-pdf-3.x.x.tar.gz
tar.gzアーカイブ

2.1.3 Windows 2000/XP/Vista/7

http://copper-pdf.com/download/ で配布されているZIPアーカイブ copper-pdf-3_x_x.zip を

ダウンロードしてください。

copper-pdf-3_x_x.zipを展開し、CopperPDFディレクトリを適当な場所に配置してくださ

い。アンイストールはCopperPDFディレクトリを削除するだけです

18 2.1 セットアップ

2.管理者ガイド Copper PDF 3.0 説明書 2012-4-3

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html
http://copper-pdf.com/download/


Windows上でJava6を使用する場合、Copper PDFのサービスを起動しようとすると、

以下のメッセージが表示されることがあります(Windows2003/2008 Server上で現象

が確認されています)。

[174 javajni.c] [error] 指定されたモジュールが見つかりません。

この場合jdk1.6.0_ｘ/binディレクトリ内のmsvcr71.dllをWindowsのsystem32ディレクトリに

コピーすることで起動するようになります。

付属のプログラムを使ってサービスをインストールする

この方法では、CopperPDFディレクトリまでのファイルパスに半角英数字以外の

文字(かな、漢字など) が含まれている場合と、Cドライブ以外にある場合はサービ

スの起動ができません。Cドライブ直下、あるいはC:\Program Filesなど、半角英数

字の文字だけで構成されるファイルパスに格納してください。

あるいは、後述するJava Service Wrapperの使用を推奨します。

Windows XP以前

Windows版にはCopper PDFサーバーをサービスとしてインストールするためのバッチ

ファイルが用意されています。サービスをインストールするには、Administrator権限を

持つユーザーでInstallService.bat(x64版JavaVM の場合はInstallService-x64.bat)を実行する

だけです。サービスを削除する場合はRemoveService.bat(x64 版 JavaVM の場合は

RemoveService-x64.bat)を実行してください。

Windows Vista以降

アクセサリの「コマンドプロンプト」を管理者で実行し、Copper PDFのディレクトリに

移動してからInstallService.bat(x64版JavaVM の場合はRemoveService-x64.bat)を実行して

ください。サービスを削除する場合も同様にRemoveService.bat(x64版JavaVM の場合は

InstallService-x64.bat)を実行してください。

例 2.1 Windows Vista以降でサービスをインストールする

C:\>cd [Copper PDFのインストールディレクトリ]

C:\[Copper PDFのインストールディレクトリ]>.\InstallService.bat

例 2.2 Windows Vista以降でサービスをインストールする(x64)

C:\>cd [Copper PDFのインストールディレクトリ]

C:\[Copper PDFのインストールディレクトリ]>.\InstallService-x64.bat
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Java Service Wrapperを使ってサービスをインストールする[2.1.4]

Copper PDFは、Java Service Wrapper によるサービスとしてインストールすることがで

きます。Java Service Wrapperの全ての機能を利用し、開発元のタヌキソフトウェア有限

会社によるサポートを受けるためには、別途ライセンスの購入が必要です。Java Service

Wrapperを使用することにより、障害発生時の自動復旧等が可能になり、より安定して運

用することができます。

Copper PDFをJava Service Wrapperで動作させるためには、Java Service Wrapperの配布物

に含まれる内容を、次の通りコピーしてください。

1. CopperPDFディレクトリ直下に binディレクトリを作り、 Java Service Wrapperの

bin/wrapper.exeをその中にコピーする。

2. Java Service Wrapperのsrc/bin/InstallApp-NT.bat.inをCopper PDFのbinディレクトリ内に

InstallCopperPDF-NT.batという名前で配置する。

3. Java Service Wrapperのsrc/bin/UninstallApp-NT.bat.inをCopper PDFのbinディレクトリ内

にUninstallCopperPDF-NT.batという名前で配置する。

4. Java Service Wrapperのlib/wrapper.dll, lib/wrapper.jarをCopper PDFのlib内にコピーする。

Java Service Wrapperの設定ファイルは、Copper PDFにconf/wrapper.confという名前で既

に含まれています。Java Service Wrapperのライセンスを購入した場合は、このファイル

にライセンスキーの内容を追記してください。

サービスをインストールする場合は、InstallCopperPDF-NT.batを実行してください。逆

に、アンインストールする場合は、UninstallCopperPDF-NT.bat を実行してください。

Windows Vistaでは、必ず管理者として実行してください。サービスの起動と停止は、コ

ントロールパネルの管理ツールから行ってください。

サービスの管理と動作状態の確認

サービスはコントロールパネルの管理ツールから起動・停止することができます。

またcopperd.exeの-statusオプションによりサービスの状態を確認することができます。
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例 2.3 サービスの動作状態確認

C:\>cd [Copper PDFのインストールディレクトリ]

C:\[Copper PDFのインストールディレクトリ]>copperd.exe -status

* Status Report *

[Summary]

Uptime:0 days 0 h 0 min 3 s

AccessCount:0

[Threads]

Total:10

Busy:0

Free:10

Max:50

[Memory]

Total:127.06MB

Using:3.96MB

Free:123.1MB

Max:1016.13MB

2.1.4 Red Hat Enterprise Linux(RHEL) 4/5/6

RHEL向けにはRPMパッケージを配布しています。

RHELでは、Java実行環境としてjava-(バージョン)-sun が必要です。Red Hat Networks

のSupplementaryチャンネルからyumでインストールするか、Supplement CDに収録さ

れているものをインストールしてください。java-(バージョン)-gcj-compatでは動作し

ません。alternatives --config javaコマンドでjava-(バージョン)-sunに切り替えてくださ

い。

RHELの代替としてCentOSを使用する場合は、JPackage によりJavaをインストールしてく

ださい。

copper-pdf-3.x.x-0.noarch.rpmをrpmコマンドでインストールしてください。アンインス

トールの方法は通常のRPMパッケージの場合と同じです。

例 2.4 RPMパッケージのインストール

# sudo rpm -ivh copper-pdf-3.x.x-0.noarch.rpm

例 2.5 RPMパッケージのアンインストール

# sudo rpm -e copper-pdf
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Copper PDFサーバーの起動・停止

RHELではchkconfigおよびserviceコマンドでCopper PDFサーバーを管理できます。

Copper PDFサーバーのサービス名はcopperdです。インストール直後は、Copper PDFサー

バーの自動起動は無効化されています。

例 2.6 copper-pdfの起動

# sudo service copperd start

例 2.7 copper-pdfの動作状態確認

# sudo copperd -status

例 2.8 copper-pdfの停止

# sudo service copperd stop

例 2.9 copper-pdfの再起動

# sudo service copperd restart

例 2.10 copper-pdfの自動起動の有効化

# sudo chkconfig copperd on

例 2.11 copper-pdfの自動起動の無効化

# sudo chkconfig copperd off

2.1.5 Debian

Debian向けにはdebパッケージを配布しています。

Debianでは、Java実行環境としてsun-java5-jdkまたはsun-java6-jdkが必要です。kaffe

または java-gcj-compatでは動作しません。/etc/apt/sources.listの各行に non-free を追

加 し 、 sun-java5-jdk ま た は sun-java6-jdk を イ ン ス ト ー ル し 、

update-alternatives --config java コ マ ン ド で java コ マ ン ド

を/usr/lib/jvm/java-1.x.0-sun/jre/bin/javaに切り替えてください。

他の方法でインストールしたJava 実行環境を使う場合は、/etc/profileファイル等で、

JAVA_HOME 環境変数にJavaのインストールディレクトリのパスを設定してください。

例:

export JAVA_HOME=/usr/local/jdk1.6.0_05
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copper-pdf_3.x.x_all.debをdpkgコマンドでインストールしてください。アンインストー

ルの方法は通常のdebパッケージの場合と同じです。

例 2.12 debパッケージのインストール

# sudo dpkg -i copper-pdf_2.x.x_all.deb

例 2.13 debパッケージのアンインストール

# sudo dpkg -r copper-pdf

Copper PDFサーバーの起動・停止

DebianではCopper PDFのサービスは/etc/init.d/copperdとして配置されます。インストー

ル直後は、Copper PDFサーバーの自動起動は無効化された状態です。サービスの管理方

法は以下の通り、通常のDebianの手法に従います。

例 2.14 copper-pdfの起動

# sudo /etc/init.d/copperd start

例 2.15 copper-pdfの動作状態確認

# sudo copperd -status

例 2.16 copper-pdfの停止

# sudo /etc/init.d/copperd stop

例 2.17 copper-pdfの再起動

# sudo /etc/init.d/copperd restart

例 2.18 copper-pdfの自動起動の有効化

# sudo update-rc.d /etc/init.d/copperd defaults

例 2.19 copper-pdfの自動起動の無効化

# sudo update-rc.d /etc/init.d/copperd remove

2.1.6 その他の環境

その他の環境では、tar.gzアーカイブを使用してください。

copper-pdf-3.x.x.tar.gzを適当なディレクトリに展開してください。
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LinuxあるいはUNIX系のOSの場合、展開してできたCopperPDFディレクトリ内のシェル

スクリプト(copper, copperd, copper-webapp)を使用してください。また、デーモンをセッ

トアップするにはextras/redhat/copperdを編集し、16行目でCOPPER_HOME環境変数に

CopperPDFの配置ディレクトリを設定するようにし、適切な場所に配置してください。

例 2.20 JAVA_HOME の設定

COPPER_HOME=[CopperPDFの配置ディレクトリ]

Copper PDFに付属のシェルスクリプトは、環境変数JAVA_HOME により、Javaのインス

トールディレクトリを判別します。/etc/profile等で、JAVA_HOME を適切に設定してく

ださい。

例 2.21 JAVA_HOME の設定

export JAVA_HOME=/usr/local/jdk1.6.0_05

JAVA_HOME が設定されていない場合、PATH に加えられているjavaコマンドが実行さ

れます。

各ツールの実行方法の詳細はCopper PDFのツール (27ページ)の解説を参照してくださ

い。

アンインストールは、単にCopperPDFディレクトリを削除するだけです。

2.1.7 ディレクトリ構成

アーカイブ内のディレクトリ構成

ZIPまたはtar.gzアーカイブを展開すると、copper-pdf-3_x_xというディレクトリができま

す。各ツールの実行ファイルは、このディレクトリの直下にあります。その他のディレク

トリ構成は次の通りです。
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図 2.8 ディレクトリ構成

copper-pdf-3_x_x

|-- conf 設定ディレクトリ

| `-- profiles プロファイル

| `-- fonts フォント設定

|-- docs ドキュメント

|-- extras アイコン、各プラットフォーム向けのファイル等

|-- legal 付属ライブラリのライセンス文書

|-- jetty サーブレットコンテナ(copper-webapp用)

|-- lib ライブラリ

|-- plugins プラグイン[2.1.0]

|-- logs ログディレクトリ

`-- webapp copper-webapp

RPMまたはDebianパッケージの構成

RPMまたはDebianパッケージでインストールした場合は、Copper PDFの各コマンドライ

ンツールは/usr/binと/usr/sbinに配置されます。

また、他のディレクトリの配置場所は次のとおりです。

表 2.1 RPM/Debianのディレクトリ構成

ディレクトリ 配置場所

lib /usr/share/copper-pdf/lib

plugins[2.1.0] /usr/share/copper-pdf/plugins

docs /usr/share/doc/copper-pdf

conf
/etc/copper-pdf (/var/lib/copper-pdf/confにシンボリックリンク)

※Copper PDF 2.0系以前では実ファイルとシンボリックリンクが逆転しています。

jetty /var/lib/copper-pdf/jetty

webapp /var/lib/copper-pdf/webapp

logs /var/log/copper-pdf (/var/lib/copper-pdf/logsにシンボリックリンク)

/etc/init.d/copperdはcopperユーザーで実行されます。ファイルの読み書きが行われ

る /usr/share/copper-pdf/conf/profiles, /var/log/copper-pdf の各ディレクトリはcopperユー

ザーの所有となります。

2.1.8 ライセンスキー・ファイルの配置

Copper PDFは、そのままでは機能限定版 (248ページ)として動作します。
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Copper PDFを使用するためには、ライセンスキー・ファイルをlicense-keyという名前で

confディレクトリに配置する必要があります。ライセンスキーは http://copper-

pdf.com/buy/で購入してください。

全ての機能を試用する場合は、http://copper-pdf.com/?p=155 で試用ライセンスキーを取

得してください。

2.1.9 旧バージョンからのアップデート

confディレクトリ内の各種設定は、上位互換です。過去のバージョンの設定は、新しい

バージョンで常に動作します。

RPMパッケージまたはdebパッケージは、それぞれ通常の方法でアップデートしてくだ

さい。

例 2.22 RPMパッケージの更新

# sudo rpm -Uvh copper-pdf-3.x.x-0.noarch.rpm

例 2.23 debパッケージの更新

# sudo dpkg -i copper-pdf_2.x.x_all.deb

その他(Windows, .zip, .tar.gzアーカイブ)の場合は、先にconfディレクトリをバックアッ

プし、Copper PDFを再インストールし、confディレクトリをアップデート前のものと置

き換えてください。
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2.2 Copper PDFのツール

Copper PDFはプログラムとして実行可能なツールで構成されています。それぞれのツー

ルにはLinux/UNIX系OS(拡張子のない実行ファイル), Windows(拡張子が.exeのもの)向

けの実行ファイルがあります。

Linux/UNIX系OSでは、次の環境変数が使用されます。

JAVA_HOME
使用するJava実行環境のディレクトリ("/usr/java/jdk1.6.0_05"等)です。設定されていな

い場合は、環境変数PATH の設定により実行できるjavaコマンドの実行環境が使用され

ます。

JAVA_OPTS
javaの実行オプションです。

Linux/UNIX系OSでメモリの割り当てを設定する場合はJAVA_OPTS 環境変数を設定し

てください。また、Java実行環境としてJDKを使用する場合は、-serverオプションを付け

ることで、サーバー用のJavaVM が使われるため、若干パフォーマンスが向上します。

JREでは-serverオプションは使用できないことがあるためご注意ください。

以下の例ではメモリの割り当てを最大1024MBとし、-serverオプションをつけて各ツー

ルを実行します。

例 2.24 JAVA_OPTS の設定

export JAVA_OPTS="-Xmx1024m -server"

Javaコマンドで直接ツールを実行する方法については、各ツールの説明を参照してくだ

さい。

copper

コマンドラインアプリケーションです。 コマンドラインからCopper PDFの機能を直接

利用することができます。

copper-webapp
ウェブアプリケーションです。ウェブブラウザからローカルマシン上のファイルや、

ウェブ上のコンテンツを変換する、簡単なウェブアプリケーションが起動します。

copperd

Copper PDFサーバーを起動・停止あるいは状態を確認します。プログラムインター

フェースからアクセスするためのパスワードの設定もこのコマンドで行います。
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2.2.1 copper コマンドラインアプリケーション

形式

copper [-h ¦ -in <入力ファイル> ¦ -uri <入力URI> ¦ -v] [-ie <入力エンコーディ

ング>] [-if <入力形式>] [-out <出力ファイル>] [-p <プロパティ名=値>] [-pf <プ

ロパティファイル>] [-pw <パスワード>] [-s <サーバーURI>] [-sv] [-u <ユーザー

>]

概要

コマンドラインでドキュメントを変換するアプリケーションです。

オプション

-h, -help
ヘルプメッセージを表示します。

-v, -version
コマンドラインアプリケーションのバージョンを表示します。

-in, --input-file ファイル

入力ファイルを指定します。

-uri, --input-uri URI
入力ファイルのURIを指定します。

-ie, --input-encoding ファイル

入力ファイルのキャラクタ・エンコーディングを指定します。

-if, --input-format ファイル

入力ファイル形式を指定します。デフォルトはtext/htmlです。

-out, --output-file ファイル

出力先ファイルを指定します。

-p 名前=値
プロパティを指定します。

-pf, --properties-file ファイル

プロパティファイルを指定します。

-s, --server URI
ドキュメント変換サーバーのURIを指定します[2.1.0]。省略するとローカルマシンのラ

イブラリを直接使用します。
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-u, --user ユーザー名

認証のためのユーザー名です[2.1.0]。

-pw, --password パスワード

認証のためのパスワードです[2.1.0]。

-sv, --server-version
ドキュメント変換サーバーのバージョン情報を表示します[2.1.0]。

説明

コマンドラインで実行可能なドキュメント変換ツールです。

ツール実行の度にJavaVM とCopper PDFを起動するため、プログラムインターフェース

を用いた処理より遅くなります。また、マニュアルの作成等、複数のドキュメントの一括

変換を行う場合はtranscode Antタスクを使う方が効率的です。

Linux版のcopperおよびcopper-webappは実行ユーザーのホームディレクトリに置かれた

設定($HOME/.copper ディレクトリ内)を用います。詳細はprofilesディレクトリの説明を

参照してください。

Copper PDF 2.1.0以降では、ネットワーク越しに起動中のサーバーに接続して、コマンド

を実行することができます。-s, -u, -pwで接続情報を指定してください。ドキュメント変

換サーバーのURIの記述方法は接続情報 (90ページ) を参照してください。

入力について

-inオプションが省略された場合は、標準入力を使用します。

-inオプションと-uriオプションが両方指定された場合、-inで指定されたファイルの

データが使われ、ドキュメントのURIは-uriで指定されたものと見なします。

-inオプションだけ指定された場合、-inで指定されたファイルのデータが使われ、ド

キュメントのURIはそのファイルのシステムURIとします。

-uriオプションだけが指定された場合、そのURIから取得できるデータが使われ、ド

キュメントのURIも同じURIとします。このとき-ie, -ifオプションは無視されます。

出力について

-outオプションが省略された場合は、標準出力を使用します。

-outオプションが指定された場合は、指定されたファイルに出力します。
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javaコマンドで実行する方法

javaコマンドで直接実行するには、libディレクトリ内のboot.jarを-jarオプションにより

実行してください。また、以下のシステムプロパティを-Dオプションにより設定してく

ださい。

java.awt.headless

Java 1.4.2でディスプレイのない環境で実行する場合は"true"を設定してください。

jp.cssj.boot.lib
libディレクトリのパスを設定してください。

jp.cssj.plugin.lib
pluginsディレクトリのパスを設定してください[2.1.0]。

jp.cssj.boot.main
"jp.cssj.driver.cli.Main"を設定してください。

jp.cssj.driver.default
default.propertiesファイルのパスを設定してください。

jp.cssj.copper.config
confディレクトリのパスを設定してください。

2.2.2 copper-webapp ウェブアプリケーション

概要

ウェブアプリケーションとして動作し、ブラウザ上でドキュメントを変換するツールで

す。ウェブページや静的なHTMLファイルを変換してレイアウトを確認するために用い

ることができます。

プログラムを起動後、ブラウザで http://localhost:8803/ にアクセスすると、Copper PDFの

ウェブアプリケーションが利用できます。なお、ブラウザが実行可能な環境では、プログ

ラムの起動後に自動的にブラウザが開きます。

30 2.2 Copper PDFのツール

2.管理者ガイド Copper PDF 3.0 説明書 2012-4-3



図 2.9 Copper WEBAPPの初期画面

Windows, X Window Systemなど、GUI環境でcopper-webappを起動すると、以下のような

小さなウィンドウが表示され、ブラウザの起動と、ツールの停止を行うことができます。

図 2.10 copper-webappのウィンドウ

javaコマンドで実行する方法

javaコマンドで直接実行するには、jettyディレクトリ内のstart.jarを-jarオプションにより

実行してください。また、以下のシステムプロパティを-Dオプションにより設定してく

ださい。

java.awt.headless

Java 1.4.2でディスプレイのない環境で実行する場合は"true"を設定してください。

jetty.home
jettyディレクトリのパスを設定してください。

START
jettyディレクトリ内のstart.configファイルのパスを設定してください。
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jp.cssj.driver.default
default.propertiesファイルのパスを設定してください。

jp.cssj.copper.config
confディレクトリのパスを設定してください。

jp.cssj.webapp.config
copper-webappの設定ファイルのパスを設定してください。[2.0.1]

jp.cssj.plugin.lib
pluginsディレクトリのパスを設定してください[2.1.0]。

2.2.3 copperd ドキュメント変換サーバー

形式

copperd [-cc <制御コマンド>] [-cf <ディレクトリ>] [-cp <ポート番号>] [-h ¦ -

v] [-hp <ポート番号>] [-jkp <ポート番号>] [-kill] [-p <ポート番号>] [-passwd

<パスワード>] [-skp <キーのパスワード>] [-sp <ポート番号>] [-ss <キーストアの

ファイルパス>] [-ssp <キーのパスワード>] [-start] [-status] [-stop] [-tkp <

キーのパスワード>] [-tp <ポート番号>] [-ts <キーストアのファイルパス>] [-tsp

<キーのパスワード>] [-user <ユーザー名>] [-userdel <ユーザー名>]

概要

Copper PDFサーバーの起動・停止と、パスワードの設定ツールです。

サーバーの起動、停止はこのコマンドを使用するよりは、デーモンあるいはサービスを

使ったほうが便利です。詳細はセットアップドキュメント (18ページ)を参照してくださ

い。

オプション

-h, -help
ヘルプメッセージを表示します。

-v, -version

Copper PDFサーバーのバージョンを表示します。

-start
サーバーを起動します。

-stop
サーバーを停止します。
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-kill
サーバーを強制停止します。

-status
動作中のサーバーの状態を表示します。

-cc, --control-command 制御コマンド文字列

制御コマンドを指定します。

-cf, --config ディレクトリ

設定ディレクトリを指定します。

-cp, --control-port ポート番号

制御ポートを指定します。

-p, --port ポート番号

サービスポートを指定します。

-passwd パスワード

接続パスワードを変更します。

-user ユーザー名

追加またはパスワードを変更するユーザーです[2.1.0]。

-userdel ユーザー名

削除するユーザーです[2.1.0]。

-hp, --http-port ポート番号

HTTP/RESTインターフェースを起動するポート番号です[2.1.0]。

-sp, --https-port ポート番号

HTTP/RESTインターフェースをSSLで起動するポート番号です[2.1.0]。

-jkp, --jk-port ポート番号

HTTP/RESTインターフェースをAJP13で起動するポート番号です[2.1.2]。

-ss, --https-keystore
SSLに使用するキーストアのファイルパスです[2.1.0]。

-ssp, --https-keystorepassword
SSLに使用するキーストアのパスワードです[2.1.0]。

-skp, --https-keypassword
SSLに使用するキーのPKCS12パスワードです[2.1.0]。

-tp, --tls-port ポート番号

TLSインターフェースを起動するポート番号です[3.0.0]。

-ts, --tls-keystore
TLSに使用するキーストアのファイルパスです[3.0.0]。
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-tsp, --tls-keystorepassword
TLSに使用するキーストアのパスワードです[3.0.0]。

-tkp, --tls-keypassword
TLSに使用するキーのPKCS12パスワードです[3.0.0]。

説明

各プログラミング言語向けのインターフェースを利用するには、ドキュメント変換サー

バーを常駐させる必要があります。また、ドキュメント変換サーバーへはネットワーク

を介してアクセスできるため、ドキュメント変換サーバーと、それを利用するアプリ

ケーションを別々のマシン上で動かすことができます。

copperdの設定ファイルはcopperd.propertiesです。サービスポート(-p)、制御ポート(-cp)、

制御コマンド(-cc)、はデフォルトでは設定ファイルのものが使われ、

Copper PDF 2.1.0以降ではHTTPポート(-hp)、SSLポート(-hs)とSSLに使用するサーバー

キーの情報(-ss, -ssp, skp)を設定可能です。SSLに使用するサーバーキーの設定方法は

SSLの設定 (38ページ)を参照してください。

Copper PDF 2.1.2以降ではAJP13ポート(-jkp)を設定可能です。詳細はmod_jkの設定 (40

ページ)を参照してください。

上記の設定は、デフォルトでは設定ファイルのものが使われ、オプションは設定ファイ

ルによる設定を上書きします。

サーバーの停止(-stop)および状態の取得(-status)には制御用ポートと、制御用コマンドを

用います。起動時(-start)の設定と、実行中のサーバーを制御する際の設定は同じである

必要があります。

-stopコマンドは、現在接続中のプログラミングインターフェースの処理が全て完了して

からサーバーを停止します。-killコマンドは全ての処理を強制的に中断してサーバーを

停止します。

copperdにはパスワード設定機能(-passwd)があります。パスワードファイルは暗号化さ

れており、直接編集できないため、このツールを利用して編集してください。Copper PDF

2.1.0以降では-user, -userdelオプションによりユーザーの追加と削除ができます。

javaコマンドで実行する方法

javaコマンドで直接実行するには、libディレクトリ内のboot.jarを-jarオプションにより

実行してください。また、以下のシステムプロパティを-Dオプションにより設定してく

ださい。

java.awt.headless

Java 1.4.2でディスプレイのない環境で実行する場合は"true"を設定してください。
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user.home
logsディレクトリが置かれているディレクトリのパスを設定してください。

java.util.logging.config.file
logging.propertiesファイルのパスを設定してください。

jp.cssj.boot.lib
libディレクトリのパスを設定してください。

jp.cssj.plugin.lib
pluginsディレクトリのパスを設定してください[2.1.0]。

jp.cssj.boot.main
"jp.cssj.copper.Main"を設定してください。

jp.cssj.driver.default
default.propertiesファイルのパスを設定してください。

jp.cssj.copper.config
confディレクトリのパスを設定してください。
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2.3 設定ファイル

confディレクトリの構成は次の通りです。

図 2.11 設定ディレクトリの構成

conf

|-- license-key

|-- copperd.properties

|-- logging.properties

|-- password.txt

|-- access.txt

`-- profiles

|-- default.properties

`-- fonts

|-- fonts.xml

|-- truetype

|-- warrays

|-- afms

|-- cmaps

`-- encodings

confディレクトリの直下には次の設定ファイルが収められています。

license-key
ライセンスキーファイルです。

copperd.properties

Copper PDFサーバーの動作設定です。

logging.properties
ログの設定です。

password.txt
パスワードの設定です。編集にはcopperdコマンドを使ってください。

access.txt
アクセス制御設定です。

また、profilesディレクトリ内には次のファイルがあります。

default.properties
デフォルトの入出力プロパティです。

fonts/fonts.xml
使用するフォントの設定です。
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2.3.1 Copper PDFサーバーの動作設定(copperd.properties)

copperd.propertiesはCopper PDFサーバー(copperd)の動作に関する設定です。この設定の

変更を反映するにはCopper PDFサーバーの再起動が必要です。

ファイルの形式はJavaのプロパティファイルです。各行に 名前=値 の形式で記述してく

ださい。= 記号、改行はそれぞれ\= \nで記述します。\の次の改行と空白は無視されます。

例えば以下の場合、key1 の値は a=b であり、key2 の値は a, b, c, d, e, f です。

例 2.25 propertiesファイルの記述例

key1 = a\=b

key2 = a, b, c,\

d, e, f

propertiesファイルには、日本語のカナ、漢字等をそのまま記述できません。日本語を含む

propertiesファイルは、Javaに付属のnative2ascii ツールにより、マルチバイト文字をエス

ケープした形式に変換してください。

各プロパティの説明は以下の通りです。

表 2.2 copperd.propertiesのプロパティ一覧

プロパティ 説明

jp.cssj.cssjd.port
サービスポートです。

このポート番号がプログラムインターフェースの接続先のポート

番号となります。

jp.cssj.cssjd.control-port

制御用ポートです。サーバーの状態の取得や停止のためにこのポー

トを使います。 このポートへのlocalhost以外からのアクセスはブ

ロックされます。

jp.cssj.cssjd.control-command
制御用コマンドです。制御用ポートからアクセスする場合の「合言

葉」のようなものです。通常は変更する必要はありません。

jp.cssj.cssjd.timeout
接続タイムアウト(秒数)です。

プログラムインターフェースとの間で指定された時間データがや

りとりされなかった場合、接続を切断します。

jp.cssj.cssjd.minThreads

最小スレッド数です。

プログラムインターフェースの接続を待ち受けるために準備して

おく最小限のスレッド数です。高負荷が予想される状況では大きめ

の値を設定しておくと処理が効率化しますが、使用するメモリは増

大します。
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プロパティ 説明

jp.cssj.cssjd.maxThreads

最大スレッド数です。

copperdが同時に処理できるプログラムインターフェースからの接

続の最大数です。高負荷が予想され、なおかつシステムのリソース

に余裕がある場合は大きな値を設定するのが有効ですが、リソース

に余裕がない環境では、大きな値を設定することで逆に非効率にな

ることがあります。

jp.cssj.cssjd.backlog
接続のバックログ数です。

未処理の接続がこの数を超えた場合、処理に空きができるまで以降

の接続は拒否します。

jp.cssj.cssjd.http.port

HTTPポート番号です。

指定したポートで、HTTP/RESTインターフェースを起動します

[2.1.0]。

jp.cssj.cssjd.https.port

SSL(HTTPS)ポート番号です。

指定したポートで、SSLでHTTP/RESTインターフェースを起動しま

す[2.1.0]。

jp.cssj.cssjd.jk.port

AJP13ポート番号です。

指定したポートで、AJP13でHTTP/RESTインターフェースを起動し

ます[2.1.2]。Apacheのmod_jkまたはmod_proxyによるAJP13での接続

が可能になります。

jp.cssj.cssjd.https.keyStore SSLに使用するキーストアのファイルパスです[2.1.0]。

jp.cssj.cssjd.https.keyPassword SSLに使用するキーのPKCS12パスワードです[2.1.0]。

jp.cssj.cssjd.https.keyStorePassword SSLに使用するキーストアのパスワードです[2.1.0]。

jp.cssj.cssjd.tls.port

TLSポート番号です。

指定したポートで、TLSによるプログラムインターフェースを起動

します[3.0.0]。

jp.cssj.cssjd.tls.keyStore TLSに使用するキーストアのファイルパスです[3.0.0]。

jp.cssj.cssjd.tls.keyPassword TLSに使用するキーのPKCS12パスワードです[3.0.0]。

jp.cssj.cssjd.tls.keyStorePassword TLSに使用するキーストアのパスワードです[3.0.0]。

2.3.2 SSL/TLSの設定

Copper PDFは高速な独自の通信プロトコル(CTIP)の他、Copper PDF 2.1.0からはHTTPに

よる接続をサポートしました。さらに、SSL(HTTPS)による暗号化された接続も可能で

す。

Copper PDF 3.0.0からはTLSによる、暗号化された高速な接続をサポートしました。
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SSLを有効にするためには、キーペアを用意してください。以下はOpenSSLとJDK付属の

keytoolを使用する方法です。

秘密鍵とCSRを用意する

以下のコマンドで秘密鍵とCSR(証明書署名要求)を生成してください。パスフレーズは

任意に設定して構いません。

例 2.26 秘密鍵の生成

openssl genrsa -des3 -out ssl.key 1024

例 2.27 CSRの生成

openssl req -new -key ssl.key -out ssl.csr

サイト証明書を用意する

サイト証明書は、前に生成したCSRを認証局に送付することで入手することができます

が、テストや単に通信の暗号化の目的であれば自己署名によるサイト証明書を使用する

ことができます。以下のコマンドでサイト証明書を生成してください。

例 2.28 自己署名によるサイト証明書の生成

openssl x509 -in ssl.csr -out ssl.crt -req -signkey ssl.key -days

3650

秘密鍵とサイト証明書をキーストアに格納する

秘密鍵とサイト証明書を利用するには、JDK付属のkeytoolによって管理されるキースト

アファイルに格納する必要があります。最初に、以下のコマンドで秘密鍵とサイト証明

書のペアをPKCS12形式のファイルにまとめてください。このとき、設定するパスワード

がPKCS12パスワードです。

例 2.29 PKCS12キーペアを生成

openssl pkcs12 -inkey ssl.key -in ssl.crt -export -out ssl.pkcs12

次に、PKCS12ファイルをキーストアに格納してください、このとき、キーストアのパス

ワードを設定します。

例 2.30 PKCS12キーペアをキーストアに格納

keytool -importkeystore -srckeystore ssl.pkcs12 -srcstoretype

PKCS12 -destkeystore keystore
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以上の手順で生成したキーをCopper PDFサーバーのSSL/TLS通信に使用する場合は、設

定ファイルまたはコマンドラインオプションでキーストアファイルのファイルパスと、

PKCS12パスワード、キーストアのパスワードを設定してください。

2.3.3 Apacheを通しての接続

Copper PDF 2.1.2からは、Apacheからmod_proxy_ajpまたはmod_jkによる接続ができるよ

うに、AJP13をサポートしました。AJP13により、Apacheにより公開されているドメイ

ン・ポート上にCopper PDFのHTTP/RESTインターフェースへの窓口を設けることがで

きます。また、SSL通信にApacheを利用することができます。

AJP13によるマウントポイントは、任意のパスに設定することができます。以下の例は、

Copper PDFが localhostの 8095ポートでAJP13 を起動している場合に、 /cti/パスで

HTTP/RESTインターフェースを使用可能にするApache側の設定例です。

例 2.31 mod_proxy_ajpの設定

<Proxy *>

Order deny,allow

Allow from all

</Proxy>

<Location /cti/>

ProxyPass ajp://127.0.0.1:8095/

</Location>

例 2.32 mod_jkの設定

JkWorkerProperty worker.list=copper

JkWorkerProperty worker.copper.type=ajp13

JkWorkerProperty worker.copper.host=127.0.0.1

JkWorkerProperty worker.copper.port=8095

JkLogFile /var/log/httpd/jk.log

JkLogLevel info

JkMount /cti/* copper

2.3.4 ログの設定(logging.properties)

logging.propertiesはCopper PDFサーバーのログ設定ファイルです。この設定の変更を反

映するには Copper PDF サーバーの再起動が必要です。ログ設定ファイルは

java.util.loggingのログプロパティファイルの形式で記述してください。
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例 2.33 ログの設定例

# Logging levels by categories.

jp.cssj.handlers = jp.cssj.logging.FileHandler, \

java.util.logging.ConsoleHandler

jp.cssj.level = INFO

# File

java.util.logging.FileHandler.level = INFO

java.util.logging.FileHandler.formatter =

java.util.logging.SimpleFormatter

java.util.logging.FileHandler.encoding = UTF-8

# Console

java.util.logging.ConsoleHandler.level = OFF

java.util.logging.ConsoleHandler.formatter =

java.util.logging.SimpleFormatter

Copper PDF に は 日 付 で ロ グ を ロ ー テ ー シ ョ ン す る ロ グ ハ ン ド ラ

(jp.cssj.logging.FileHandler) が用意されています。ハンドラのプロパティは次のとおりで

す。

表 2.3 jp.cssj.logging.FileHandlerのプロパティ

名前 デフォルト 説明

directory copperdの標準のlogsディレクトリ ログの出力先ディレクトリ

prefix copperd. ログファイル名の先頭の文字列

suffix .log ログファイル名の末尾の文字列

level ALL ログレベル

filter N/A ログのフィルタ

formatter java.util.logging.SimpleFormatter ログのフォーマッタ

encoding UTF-8 ログファイルのキャラクタエンコーディング

2.3.5 アクセス制御の設定(access.txt)

access.txtはIPアドレスでアクセスできるクライアントを制限する設定です。このファイ

ルの変更は自動的に検出されるため、変更後にCopper PDFサーバーを再起動する必要は

ありません。各行のルールを

[allow¦deny] IPアドレス

という形式で記述します。IPアドレスはIPv4, IPv6のどちらの形式も使用可能です。
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allowは指定されたアドレスのアクセスを許可し、denyはアクセスを拒否するルールで

す。クライアントからのアクセスがあった場合は、先頭から順に検索し、最初に一致した

ルールが適用されます。

IPアドレスを * にすると、全てのクライアントにルールを適用します。

例 2.34 アクセス制御の設定例

allow 127.0.0.1

deny *

2.3.6 profilesディレクトリ

profilesディレクトリ内の設定は、Copper PDFの出力結果に関係するものです。デフォル

トの入出力プロパティやフォントの情報が含まれます。

Linux版のcopperdおよび、Windows版の各種ツールはconfディレクトリ内のprofilesディ

レクトリの設定を使用しますが、Linux版のcopper copper-webapp は初回実行時に実行

ユーザーのホームディレクトリに.copperという名前のディレクトリをつくり、そこに

profilesディレクトリを作成します。copper, copper-webappを使用する各ユーザーはホー

ムディレクトリの設定を編集する必要があります。

copper-webappの設定ファイルは、初回実行時に/WEB-INF/client.propertiesから各ユー

ザーの$HOME/.copper/webapp.proprtiesにコピーされます。[2.0.1]

2.3.7 デフォルトの入出力プロパティ(default.properties)

default.propertiesはデフォルトの入出力プロパティを設定するものです。入出力プロパ

ティはcopperコマンドの引数やcopper-webappの設定ウィンドウ、プログラムインター

フェースによって上書きされます。default.propertiesは、その初期値をあらかじめ設定す

るものです。

default.propertiesの変更は実行中のCopper PDFサーバーにより自動的に検知されますの

で、変更の度にCopper PDFサーバーを再起動する必要はありません。

ファイルの形式はJavaのプロパティファイルです。各プロパティは入出力プロパティの

節で解説されていますが、１つだけsystem.fontsという特別なプロパティがあります。

system.fontsは後で次に説明するフォント設定ファイルをdefault.propertiesファイルから

の相対パスで指定したものです。

2.3.8 fontsディレクトリ

フォント関連の設定です。詳細はフォントの設定の章で解説します。
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2.4 フォントの設定

Copper PDFはフォントを埋め込まないPDFと、フォントを埋め込んだPDFの両方を出力

することができます。デフォルトではフォントを埋め込みません。また、機能限定版ライ

センスではフォントの埋め込みはできません。フォントを埋め込まないPDFはサイズが

小さくなりますが、表示する環境によっては全く意図しないフォントが使われてしまっ

たり、文字化けが生じてしまったり、まったく表示できないことがあります。重要な文

書、特に同じ表示が保障される必要がある場合は、フォントを埋め込んでください。

埋め込むフォントの指定は、Copper PDF 3.0.0 からはCSSの@font-faceルール(WebFont)

を使うこともできますが、高速に処理させるためには、あらかじめ設定しておくことを

推奨します。フォント関連の設定はprofilesディレクトリ内のfontsディレクトリに含まれ

ています。まだ、デフォルトの設定では、ここにフォントファイルも置くことになりま

す。fontsディレクトリ内の構成は次のとおりです。

図 2.12 fontsディレクトリの構成

fonts

|-- fonts.xml

|-- truetype

|-- warrays

|-- afms

|-- cmaps

`-- encodings

fonts.xml

フォント設定ファイルです。Copper PDFが使用するフォントの設定が記述されていま

す。

truetype
出荷時のfonts.xmlの設定では、このディレクトリ内のフォントファイルを自動的に読

み込むようになっています。使用したいフォントをここにコピー(あるいはシンボリッ

クリンク)して、設定を反映してください。truetypeというディレクトリ名はCopper PDF

2.0.2までTrueType フォントしか使用できなかったためで、実際はOpenType CFF/Type2

(.otf)フォントにも対応しています。

warrays
CID-Keydフォントを使用するために、既定のフォントの幅情報が配置されています。

cmaps
CID-KeydフォントのためのCMapファイルが配置されています。

afms
コアフォントのフォントメトリックス情報がAFM形式で配置されています。
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